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東京海上・国内債券ファンド 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

東京海上・ 

国内債券ファンド 

 

満期償還 運用報告書（全体版） 
 

第19期（償還日 2020年３月19日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「東京海上・国内債券ファンド」

は、このたび、2020年３月19日をもち

まして満期償還となりました。ここに、

運用経過と償還の内容をご報告申し上

げます。 

長年のご愛顧に対し厚くお礼申し上げ

ますと共に、今後とも当社ファンドに

つきましてお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商品分類 
追加型投信／国内／債券 

（課税上は株式投資信託として取扱われ
ます。） 

信託期間 2001年３月30日から2020年３月19日 

運用方針 
信託財産の着実な成長を目指して運用
を行います。 

主要投資
対 象 

東京海上・国内 
債券ファンド 

「 ＴＭＡ日 本債券マ
ザーファンド」を主要
投資対象とします。 

ＴＭＡ日本債券 
マザーファンド 

日本債券 

投資制限 

東京海上・国内 
債券ファンド 

株式への実質投資割合
は、10％以下 

外貨建資産への実質投
資割合は、20％以下 

ＴＭＡ日本債券 
マザーファンド 

株式への投資割合は、
10％以下 

外貨建資産への投資割
合は、20％以下 

分配方針 
毎決算時に経費控除後の利子、配当収入
および売買益などのうちから、基準価額
水準等を勘案して、分配を行う方針です。 
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東京海上・国内債券ファンド 

 
原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

債   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 銭 円 ％  ％ ％ 百万円 

15期(2016年３月22日) 12,808    0 5.0 385.368 5.7 99.2 821 

16期(2017年３月21日) 12,519    0 △2.3 378.498 △1.8 99.2 656 

17期(2018年３月20日) 12,577    0 0.5 381.864 0.9 99.3 463 

18期(2019年３月20日) 12,669    0 0.7 387.225 1.4 99.8 350 

(償還時) (償還価額)       

19期(2020年３月19日) 12,699.66 － 0.2 387.094 △0.0 － 314 
 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 銭 ％  ％ ％ 

2019年３月20日 12,669    － 387.225 － 99.8 

３月末 12,731    0.5 389.143 0.5 99.7 

４月末 12,685    0.1 387.945 0.2 99.5 

５月末 12,766    0.8 390.322 0.8 99.7 

６月末 12,842    1.4 392.695 1.4 99.0 

７月末 12,853    1.5 393.155 1.5 99.6 

８月末 13,028    2.8 398.496 2.9 99.6 

９月末 12,875    1.6 394.271 1.8 99.1 

10月末 12,816    1.2 392.608 1.4 99.5 

11月末 12,761    0.7 391.325 1.1 99.4 

12月末 12,720    0.4 390.136 0.8 99.3 

2020年１月末 12,772    0.8 391.771 1.2 99.7 

２月末 12,874    1.6 394.745 1.9 99.8 

(償還時) (償還価額)     

2020年３月19日 12,699.66 0.2 387.094 △0.0 － 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

ベンチマークはNOMURA-BPI（野村ボンド・パフォーマンス・インデックス）（総合）です。 
NOMURA-BPI（総合）とは、野村證券が公表する日本の公募債券流通市場全体の動向を的確に表す代表的な指標です。 
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東京海上・国内債券ファンド 

○運用経過 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

■期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首（2019年３月20日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） ベンチマークは、NOMURA－BPI（総合）です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する債券の利息収入 

・米中貿易摩擦の激化などを背景に、2019年８月まで長期金利（10年国債利回り）が低下（債券価格は上昇）したこと 

 

マイナス要因 

・2019年９月以降、日銀の追加金融緩和に対する期待の後退などを背景に10年国債利回りが上昇（債券価格は下落）したこと 
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東京海上・国内債券ファンド 

■投資環境 
期初、－0.03％程度の水準であった10年国債利回りは、米中貿易摩擦の激化や地政学的リスクの高まりなどを背景とした

欧米長期金利の低下などを受け、2019年８月下旬には一時－0.28％を下回る水準まで低下しました。９月以降、米中貿易問

題や英国のEU（欧州連合）離脱問題に好転の兆しが見え始めるなか、日銀の追加金融緩和に対する期待の後退などから10年

国債利回りは上昇基調で推移しました。期末にかけては、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大などを受けて投資家がリ

スク回避的な姿勢を強めるなか、FRB（米連邦準備制度理事会）が緊急利下げに踏み切ったことなどを背景に変動の激しい

市場環境が継続し、10年国債利回りは0.10％程度の水準で期を終えました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・国内債券ファンド＞ 

「ＴＭＡ日本債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映して推移しました。また、ファンドの償還に向けて保有するマ

ザーファンドを売却したタイミングの効果もあり0.2％上昇しました。 

 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

マクロ経済分析、市場動向分析、各種信用分析ツール等の計量的サポートに定性判断を加味して、金利の方向性を予測す

る戦略（イールド選択）、事業債など非国債と国債との利回り格差の拡縮を予測する戦略（スプレッド選択）、および銘柄選

択という３つの戦略によって、中長期的にベンチマーク（NOMURA-BPI（総合））を上回る収益を獲得することを目標として

運用しました。当期の運用経過は下記の通りです。 

・イールド選択：ベンチマークに対して所有期間利回りが高い長期債や超長期債のオーバーウェイト戦略を基本とし、市場

環境に応じて機動的に調整しました。 

・スプレッド選択：ベンチマークに対して事業債セクターのオーバーウェイトを継続しました。 

・銘柄選択：ベンチマークに対して残存期間10年以下の事業債のオーバーウェイトを継続しました。 

以上の運用の結果、基準価額は0.2％上昇しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドの騰落率は＋0.2％となり、ベンチ

マークであるNOMURA-BPI（総合）の騰落率△0.0％

を0.2％上回りました。 

（主な差異要因） 

プラス要因 

・スプレッド選択が奏功したこと 

・ファンドの償還に向けて保有するマザーファン

ドを売却したタイミングの効果 

 

マイナス要因 

・2019年９月上旬から12月上旬にかけての金利上

昇局面でイールド選択が奏功しなかったこと 

・信託報酬などのコスト 

 

 

 

 

■分配金 
該当事項はありません。 

  

 
（注） ベンチマークは、NOMURA－BPI（総合）です。 
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東京海上・国内債券ファンド 

○設定来の運用経過 (2001年３月30日～2020年３月19日) 

■設定来の基準価額等の推移 
 

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびベンチマークは、設定時（2001年３月30日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） ベンチマークは、NOMURA－BPI（総合）です。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有する債券の利息収入 

・日銀の緩和的な金融政策などにより、長期金利（10年国債利回り）が低下（債券価格は上昇）したこと 

 

マイナス要因 

・保有する物価連動国債のパフォーマンスがマイナスとなる局面があったこと 
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東京海上・国内債券ファンド 

■投資環境 
設定当初、1.24％程度の水準であった10年国債利回りは、2006年にかけてデフレ圧力や不良債権問題を背景に拡大した日

銀による量的金融緩和政策への思惑などから一時的に0.45％程度まで低下する局面はありましたが、おおむね横ばいで推
移しました。2007年以降、米国サブプライムローン問題に端を発する世界金融危機を背景に、各国の主要中央銀行が利下げ
や量的金融緩和政策の導入に踏み切ると、10年国債利回りは低下基調となりました。2016年１月、日銀政策決定会合で「マ

イナス金利付き量的・質的金融緩和政策」の導入が決定されると、10年国債利回りの低下は加速し、2016年７月末には
－0.29％程度の水準まで低下しました。2016年９月の日銀による「イールドカーブコントロール政策」の導入を受けて、
2017年から2018年にかけては0.00％から0.10％程度のレンジでおおむね横ばいで推移しましたが、2019年以降、米中貿易摩

擦への警戒感から欧米中央銀行が緩和的な姿勢を強めたことなどを背景に、10年国債利回りは再びマイナス圏まで低下し、
2019年８月末には－0.28％を下回る水準となりました。ファンドの償還にかけては、新型コロナウイルスの世界的な感染拡
大を背景に変動の激しい市場環境が継続するなか、0.10％程度の水準で終えました。 

 

■ポートフォリオについて 
＜東京海上・国内債券ファンド＞ 

「ＴＭＡ日本債券マザーファンド」を主要投資対象とし、高位の組入比率を維持しました。 

当ファンドの基準価額は、マザーファンドの値動きを反映し、27.0％上昇しました。 
 

＜ＴＭＡ日本債券マザーファンド＞ 

マクロ経済分析、市場動向分析、各種信用分析ツール等の計量的サポートに定性判断を加味して、金利の方向性を予測す
る戦略（イールド選択）、事業債など非国債と国債との利回り格差の拡縮を予測する戦略（スプレッド選択）、および銘柄選

択という３つの戦略によって、中長期的にベンチマーク（NOMURA-BPI（総合））を上回る収益を獲得することを目標として
運用しました。設定来の運用経過は下記の通りです。 
・イールド選択：2000年代半ばの金利上昇局面ではベンチマークに対してデュレーションの短期化、2007年以降の金利低下

局面では長期化を基本とし、市場環境に応じて機動的に調整しました。 
・スプレッド選択：ベンチマークに対して事業債セクターのオーバーウェイトを基本戦略としました。 
・銘柄選択：ベンチマークに対して残存期間10年以下の事業債のオーバーウェイトを継続しました。物価連動国債について

は、市場環境に応じて機動的にオーバーウェイト幅を調整しました。 
以上の運用の結果、基準価額は41.0％上昇しました。 
 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドの騰落率は＋27.0％となり、ベンチマークであるNOMURA-BPI（総合）の騰落率＋36.4％を9.4％下回りました。 
 

（主な差異要因） 

プラス要因 
・2007年以降の金利低下局面において、イールド選択が奏功したこと。 
・2012年以降のクレジットスプレッド縮小局面において、スプレッド選択が奏功したこと。 

 
マイナス要因 
・2008年の金融危機時において、スプレッド選択が奏功しなかったこと。 

・信託報酬などのコスト 
 

■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、市況動向や運用の効率性などを勘案し、設定来、収益分配を行いませんでした。詳

しくは、後掲の「投資信託財産運用総括表」をご覧ください。 
 
当ファンドは、2020年３月19日をもちまして償還となりました。最後に、受益者の皆さまのご愛顧に心よりお礼を申し上

げますとともに、今後とも当社ファンドにつきまして一層のお引き立てを賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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東京海上・国内債券ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 76  0.592  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (35)  (0.274)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (35)  (0.274)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 6)  (0.044)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 6   0.043   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.000)  ＊保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金 
 の送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 6)  (0.043)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 0)  (0.000)  ＊その他は、信託事務等に要する諸費用 

 合 計 82   0.635    

期中の平均基準価額は、12,810円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） その他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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東京海上・国内債券ファンド 
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東京海上・国内債券ファンド 

○売買及び取引の状況 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＴＭＡ日本債券マザーファンド 38,031 54,061 286,891 407,774 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2020年３月19日現在) 

 

 2020年３月19日現在、有価証券等の組入れはございません。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 

口 数 

 千口 

ＴＭＡ日本債券マザーファンド 248,859 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2020年３月19日現在) 

項 目 
償 還 時 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

コール・ローン等、その他 315,621 100.0 

投資信託財産総額 315,621 100.0 
 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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東京海上・国内債券ファンド 

○資産、負債、元本及び償還価額の状況 （2020年３月19日現在) 

項 目 償 還 時 

  円 

(A) 資産 315,621,267   

 コール・ローン等 315,621,267   

(B) 負債 1,095,347   

 未払解約金 12,791   

 未払信託報酬 1,005,514   

 未払利息 2,640   

 その他未払費用 74,402   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 314,525,920   

 元本 247,664,878   

 償還差益金 66,861,042   

(D) 受益権総口数 247,664,878口 

 １万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) 12,699円66銭 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は276,512,026円、期中追加設定元本

額は42,349,360円、期中一部解約元本額は71,196,508円です。

（注） 上記表中の１万口当たり償還価額が、投資信託財産の計算に関

する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資

産の額となります。 

○損益の状況 (2019年３月21日～2020年３月19日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     2,640   

 支払利息 △     2,640   

(B) 有価証券売買損益 2,636,302   

 売買益 3,614,856   

 売買損 △   978,554   

(C) 信託報酬等 △ 2,223,430   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 410,232   

(E) 前期繰越損益金 15,189,115   

(F) 追加信託差損益金 51,261,695   

 (配当等相当額) (  49,440,437)  

 (売買損益相当額) (   1,821,258)  

 償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 66,861,042   
 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした

価額から元本を差し引いた差額分です。 
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東京海上・国内債券ファンド 

○投資信託財産運用総括表 
 

信 託 期 間 
投資信託契約締結日 2001年３月30日 投資信託契約終了時の状況 

投資信託契約終了日 2020年３月19日 資 産 総 額 315,621,267円 

区   分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または追加信託 
負 債 総 額 1,095,347円 

純 資 産 総 額 314,525,920円 

受益権口数 3,450,000,000口 247,664,878口 △3,202,335,122口 受 益 権 口 数 247,664,878口 

元 本 額 3,450,000,000円 247,664,878円 △3,202,335,122円 １万口当たり償還金 12,699円66銭 

毎計算期末の状況 

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基準価額 
１万口当たり分配金 

金   額 分 配 率 

第１期 3,451,743,518円 3,458,758,242円 10,020円 0円 0％ 

第２期 3,962,867,764   4,131,683,906   10,426   0   0   

第３期 3,745,466,998   3,847,370,973   10,272   0   0   

第４期 3,560,214,569   3,690,472,565   10,366   0   0   

第５期 6,807,290,632   6,981,212,800   10,255   0   0   

第６期 8,334,680,300   8,683,397,176   10,418   0   0   

第７期 9,297,300,032   9,900,783,983   10,649   0   0   

第８期 4,374,296,353   4,691,436,872   10,725   0   0   

第９期 2,987,808,136   3,275,259,779   10,962   0   0   

第10期 2,704,093,182   3,009,587,910   11,130   0   0   

第11期 1,762,479,690   2,012,311,871   11,418   0   0   

第12期 1,147,455,359   1,351,071,944   11,775   0   0   

第13期 889,018,061   1,056,388,321   11,883   0   0   

第14期 783,628,969   956,128,822   12,201   0   0   

第15期 641,428,267   821,523,814   12,808   0   0   

第16期 524,495,800   656,637,989   12,519   0   0   

第17期 368,481,017   463,426,527   12,577   0   0   

第18期 276,512,026   350,319,782   12,669   0   0   
 
 
 

○償還金のお知らせ  

１万口当たり償還金（税込み） 12,699円66銭 
 
 
 

○お知らせ  

 弊社ホームページアドレスを一部変更したことに伴い、2019年10月１日付で所要の約款変更を行いました。 
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